


【先生の仕事内容】

◆ 子ども一人ひとりに寄り添い、安心できる環境をつくる 保育者は“パートナー”として
愛着と信頼を土台に子どもたちの探究と学びを支えます。

◆ 毎日の生活が学びの場 小グループ活動や「今」を大切にした時間の中で、子どもたちが自ら考え行動する力を育みます。
◆ ドキュメンテーションや対話を通して、子どもの姿を可視化し、保護者と成長を共有することで共に育つ文化を大切にします。
◆ 保育の枠を超えて地域とつながる 地域にひらかれた園として、さまざまな出会いや体験を提供していきます。

【こども一人ひとりの姿を捉えて、楽しみながら大切に育んでいきましょう】

砂のひみつ、ちいさな手のひらに

陽だまりの砂場。ひと粒ひと粒ちいさな指がそっと砂をすくい
心をこめて向き合っている。Sさんにとって、砂とくすんだ青
色のカップはまるで大切な宝物のようでした。

カップの中をじっと見つめる。指で砂の感触を確かめる。

真剣なまなざしでさらさらころころ、砂の音や、乾いた色の
感触がちいさな手のひらに集まってくる感覚を楽しんでいるの
かもしれません。

周りでは他のお友達も遊んでいます。複数人での山づくりには
目もくれず、自分の世界に入り込み、手元で起きている事象に
深く没頭していました。

柔らかな光に包まれて、ちいさな背中が語りかけてきた。
「わたしだけの砂、わたしだけのさらさら。」


